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【参考】調達仕様書ひな形に関する関係者からの意見等

2

項目 関係者意見（概要） 対応方針 対応時期

文書全体 従来の仕様書は、システム規模別で記載に差異があるように
感じる

現行の仕様書をベースに共同運用の場合やシステム
規模別の記載例を追加

次年度対応

共同運用は対象外のように読み取れる

石綿の事前調査結果を都道府県等に報告するよう義務付けら
れており、関連の記述が必要

４章「作業の実施内容」に調査結果の報告に関する記
述を追加

今年度（対応済
み）

システム開発を想定した仕様書である印象だが、実際はパッ
ケージ製品による対応の為、開発職は薄い

パッケージ製品の利用もあることを想定した場合に違和
感がある項目については必要に応じて記載を修正

次年度対応

以下、意見が集中した第３章「新指令システムに求める要件」に対する意見を記載

機能仕様 別紙１「新指令システムに求める機能一覧について、実装して
いない機能や一部仕様が異なる機能が含まれている

複数事業者の標準仕様書を確認し、更に事業者と協議
の上、必要に応じて該当機能の記載修正

次年度対応（一部
今年度）

装置仕様 必要と思われる装置が記載されていない（各署所での通報者
が通報を行う、駆け込み通報装置等）

現行の仕様書等を確認の上、必要に応じて装置一覧に
追加

今年度（対応済
み)

装置の処理能力（CPU）や主記憶装置容量について、各社ごと
に最適動作を保証する機器構成やスペックで提案できるよう細
部の規定は避けてほしい

事業者提案の範疇とすることが望ましい記載はひな形
から記載を削除（CPUや容量等の機器スペック等）

各装置に求める仕様について、本部によって異なる記載がある 現行の仕様書等を確認の上、必要に応じて修正

非機能要件 ・２つ以上の情報を併用する認証（多要素認証）を採用すること
は指令系ではない、どの装置までを定義しているかが不明確
（一般的には、モバイル端末等の可搬端末のみ搭載）
・「通話録音（メモ録音）」は廃止している本部が多い

実態と差異が生じている記載例について、記載変更（修
正・追記）等を実施

処理性能、信頼性要件は業務運用レベルで記載すべき（目標
値の検証は困難）

・各非機能要件の基準（記載するうえで指針となるもの）
を検討の上、再度関係者と協議の上更新

次年度対応

目標復旧時間の２時間以内や３日以内という数字に違和感が
あり、消防庁で標準的な時間を決めてほしい

関係者意見を踏まえ、消防本部の特性を踏まえた書き分け及び
非機能要件の基準に係る指針整理を次年度（令和５年度）における検討課題とすることとする

検討課題①

検討課題②




